


































































いなかった =神学博士たちさえ =自身でそれを読んだことはなかった =M.
ルター博士が度々語るところによると =アンドレーアス・カルルシュタト






































































































句註解Glossa in Psalmos』、後者はトマス・アクィナス (1124/25-74)『詩編













なる。それらは註解 (expositio, lectura, commentarius, interpretatio)、講話
(collatio, homilia)、討論集あるいは問題集 (quaestio)、摘要 (epitoma)など
と名付けられて修道僧の座右の書となる。例を挙げるならば、
　 Expositio super Isaiam ad litteramイザヤ書逐語註解
　 Lectura super Epistolam ad Ephesiosエフェソ書註解
　 Commentarius in Evangelium Johannisヨハネ福音書註解
　 Interpretatio Cantici Canticorum雅歌註解
　 Collationes in Evangelium Johannisヨハネ福音書講話
　 Homiliae in Psalmos詩編講話；Homiliae Evangelii福音書説教集
80
　Quaestiones Parisienses(エックハルトの)パリ討論集；Quaestiones et so-
lutiones in Genesim創世記問答；Quaestiones in quartum Sententiarum
命題集第四巻註解
























































処女マリアの小聖務日課Horae Beatae Mariae Virginis(Hor[a]e




















タは有翼の竜の背に…と、16枚の図 (約 35× 40mm)に描かれ、上下の余
白は花と蔓草の模様で飾られている。他の祈祷文には聖母マリアとヨハネ
のいるゴルゴダ (カルヴァリ)の丘の磔刑、聖霊降臨の奇蹟、天使たちの合
















































の他にも、聖ヒエロニムスの「初期教父伝Leben der heiligen Altva¨ter」はも
ちろんのこと、ヤコブス・デ・ヴォラギネ Jacobus de Voragine(1226頃-98)
















































































































































シュトラースブルク ヨーハン・メンテリン Johann Mentelin(1410?-78)
1470年「エゲシュタイン聖書」(「メンテリン聖書」の改良版)
シュトラースブルク ハインリヒ・エゲシュタインHeinrich Eggestein (1415=20-
88以降)
1475年「ツアイナー聖書」
アウクスブルク ギュンター・ツァイナー Gu¨nther Zainer(?-1478)
1475年「プフランツマン聖書」
アウクスブルク ヨードクス・プフランツマン Jodocus Panzmann(生没年
不明)
1476/78年「ゼンゼンシュミット聖書」(75年版「ツァイナー聖書」を模倣)
ニュルンベルク ヨーハン・ゼンゼンシュミット Johann Sensenschmidt(?-
1491?)
1477年「ツァイナー聖書」
アウクスブルク ギュンター・ツァイナー Gu¨nther Zainer
1477年「ゾルク聖書」
　アウクスブルク アントン・ゾルク Anton Sorg(1430?-1493?)
1478/79年「ケルン聖書」(低地ドイツ語版 2種：ニーダー・ザクセン方言版と
低ライン方言＝西低地ドイツ語版)
ケルン ハインリヒ・クヴェンテル Heinrich Quentel(1440?-1501)とボン近




ニュルンベルク アントン・コーベルガー Anton Koberger(1440/45-1513)
1485年「グリューニンガー聖書」
シュトラースブルク ヨーハン・グリューニンガー Johann[es] Gru¨ninger(1455?-
1532?)
1487年「シェーンスペルガー聖書」






リューベク シュテフェン・アルンデス Steffen Arndes(生没年不明)
1507年「オトマール聖書」
アウクスブルク ヨーハン・オトマール Johann Otmar(?-1514?)
1518年「オトマール聖書」
アウクスブルク ジルヴァン・オトマール Sylvan Otmar(?-1539?)
1522年「ハルバーシュタト聖書」(低地ドイツ語版)

















































































1. F. Do¨rling, Wertvolle Bu¨cher (Auktionskatalog 122,125,129,131) Hamburg/1987-
89
2. F. Geldner:Ein in einem Sammelband Hartmann Schedels (Clm901) u¨berliefertes
Gutachten u¨ber den Druck deutschsprachiger Bibeln,　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　 in:Gutenberg-Jahrbuch/1972
3. I.Hubay:Incunabula Eichsta¨tter Bibliotheken Wiesbaden/1968
4. W. Ka¨mpfer:Studien zu den gedruckten mittelniederdeutschen Plenarien　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　Mu¨nster u. Ko¨ln/1954
5. H. Reinitzer: Biblia deutsch Hamburg/1983
6. Ph. Schmidt:Die Illustration der Lutherbibel 1522-1700　 Basel/1962
7. 中世思想原典集成　別巻 (中世思想史、総索引)　平凡社　 2002年
8. 事典類：Lexikon des Mittelalters ; Lexikon fu¨r Theologie und Kirche ; Religion













往 生 術 」、44-45「死の舞踏」、53ヒエロニムス「書簡
集」、77ヒルデスハイムのヨハネス「聖三王の書」などが含まれる。
(数字は「コレクション」の整理ナンバー)
近代語訳聖書 ：チェコ語訳 10「クッテンベルク聖書」；ドイツ語訳
11「ツァイナー聖書」；12「ゼンゼンシュミット聖書」；13「ケ
ルン聖書」；14「ゾルク聖書」1480年；15「グリューニンガー
聖書」；16「シェーンスペルガー聖書」1487年版；17,18「オト
マール聖書」1507年、1518年版；19「(版不明)」
ヤコブス・デ・ヴォラギネ ：113-114「黄金伝説」；115-119「諸聖人
の生涯」；120「キリストのご受難」
その他の宗教書・信心書 ：49-50グィレルムス「使徒書簡および福
音書註解」；51「聖人物語」；54-56ヒエロニムス「初期教父伝」；
59-65「時祷書」；81-83 ザクセンのルドルフス「キリストの生
涯」；91「ミサ全書」；100シュテファン・フリードリン「宝石
ばこ
筺」；104-105「人類救済鑑」
93
